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―
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
五
年
度
決
算

―
―
‐

Ｐグい田相肝コ妙れ鉤「輪撫蠅聾幌大』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
五
月
十
四
日
、
平
成
十
五
年
度

の
連

結
決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
連
結
決
算

の
対
象
と
な
る
グ

ル
ー

ブ
全
体

（
五
百
二
十
社
）
の
営
業
収
益

（売
上
高
）

は
、
十

一
兆
九
百
五
十
五
億
円

（前
期
比
千
七
百
二

十
四
億
円
、　
一
上
ハ
％
増
）
、
当
期
純
利
益
は
、
六

千
四
百
三
十
九
億
円

（前
期
比
四
千
百
五
億
円
、
百

七
十
五

。
九
％
増
）
と
な
り
、
過
去
最
大

の
増
収
増

益
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一‐
漱
一
哺
Ю
叫
理
潮
壁
れ
“
蹴
デ
掛
“
持
洵
大
「れ
↑

寄
与
し
た
こ
と
と
、
固
定
電
話
の
音
声
系
の
減
収
を

Ｉ
Ｐ
系
収
入
が
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な

つ
て
来
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
営
業
費
用
は
、
平
成
十
四
年
度
に
実
施
し

た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・
西
会
社
の
構
造
改
革
の
効
果
が
浸
透

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
九
兆
五
千
三
百
五
十
二
億

円

（前
期
比
▲
三
百
四
十
四
億
円
、
▲
〇

・
六
％
）

に
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
平
成
十
五
年
度
を

「増
収

基
調

へ
の
転
換
」
と

「安
定
的
黒
字
経
営
の
実
現
」

の
出
発
点
と
な
る
重
要
な
年
度
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
だ
結
果
、
営
業
収
益
は
二
兆
千
六
百
六
十
八
億

円

（前
期
比
▲
四
百
八
十

一
億
円
、
▲
二

・
三
％
）

と
減
収
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
当
期
純
利
益
は
六
百

十
五
億
円

（前
期
比
四
百
二
十

一
億
円
、
三
倍
強
の

　ヽ
　
　
　
　
　
）

増
）
と
な
り
、
平
成
十
四
年
度
に
引
き
続
き
、
黒
字

化
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
次
期

（平
成
十
六
年
度
）

の
予
想
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
営
業
収
益
は
十
兆
九

千
億
円

（前
期
比
▲

一
。
人
％

）
と
減
収
の
傾
向

と
な
る
も
、
純
利
益
は
六
千
五
百
億
円

（前
期
比

一

。
〇
％
増
）
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

―

平
成
十
五
年
度

主
要
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
商
品
販
売
状
況

―

ＰＩＡＤＢｓ及喫『埓錮債枷幅紡超ほ』』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西
の
平
成
十
五
年
度
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

系
商
品
の
販
売
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と

「
フ
レ
ツ
ツ

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
は
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
百
五
十
二
万
回
線

の
純
増
、
「
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
」
は

一
挙
に
六
十
四
万
回
線

の
純
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
度
末
の
契
約
数

（施
設

数
）
は
、
「
フ
レ
ツ
ツ

。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
が
四
百
万
回

線
を
突
破
、
「
Ｂ
フ
レ
ツ
ツ
」
は
前
年
度
末
か
ら
大

幅
に
増
え
て
八
十
四
万
回
線
と
な

つ
て
お
り
、
ブ

ロ

ー
ド
バ
ン
ド
系
商
品

へ
の
流
れ
は
更
に
加
速
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

となるNTTグ ループ会社)の合計です。

N¬師西。東の主要壺ント7=ク商品販売状況

(注)l多 字は純
ギ
数。( )内は、平成 15年度末の施設数

2 1NSの回線数は、INS64とINs1500の 10倍換算の合計

N7~「グループの平成 15年度決算概要  (単位 :億円)
コミュニケー
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゛
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圏
囲
圏
□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ク
ト
四
国

口

園

回

爾

エ
ヌ

・
テ
ィ

・
テ
ィ
マ
ｌ
ヶ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト

四
国
は
、
平
成
十
四
年
二
月

一
日
に

「情
報
流
通
総

合
商
社
」
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業

務
と

一
般
市
場

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
含
む
）
向
け
事

業
を
行
う
営
業
系
会
社
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
を
創
立
期
と
捉
え
、
会
社
と
し
て
の

立
ち
上
が
り

。
基
盤
確
立
に
邁
進
し
、
特
に
平
成
十

五
年
度
は
、
収
益
構
造
転
換
に
よ
る
黒
字
継
続
を
目

指
し
た

「今
後
の
事
業
運
営
方
針
」
を
確
立
し
ま
し

た
。平

成
十
五
年
度
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
収

入
依
存
型
か
ら
販
売
成
果
追
求
型

へ
営
業
ス
タ
ン
ス

の
転
換
を
図
り
、
「営
業
力

・
収
益
力
強
化
を
目
指

し
た
体
制
づ
く
り
」
「新
た
な
業
容
拡
大
メ

ニ
ュ
ー

の
創
出
」
「効
率
化
施
策

の
展
開
」
「世

の
中
に
通

用
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
の
育
成
Ｌ
安

全

・
健
康
施
策
の
推
進
」
等
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

）

目
同
国
国

。
商
　
号
　
　
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ

・
テ
ィ
マ
ｌ
ヶ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
四
国

。
所
在
地
　
　
愛
媛
県
松
山
市

一
番
町
四
丁
目
二
番
地

・
代
表
取
締
役
社
長
　
大
山
　
憲
雄

・
設
　
エエ
　
　
平
成
十
四
年
五
月

一
日

・
従
業
員
　
　
一
〓
一人
○
名

・
営
業
拠
点
　
愛
媛

（松
山
市
）、
香
川
支
店
、
徳
島
支
店
、
高
知
支
店
、
新
居
浜
支
店
、
今
治
支
店
、

南
予

（大
洲
）
支
店

特
に
、
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
部
の
機
能
別
セ
ン
タ

化
に
よ
る
人
員
創
出
を
行
い
、
営
業
フ
ロ
ン
ト
体
制

の
充
実

。
強
化
を
軸
に
し
た

「今
後
の
事
業
運
営
」

の
方
針
確
立
や
、
実
践
的
営
業
力
の
向
上
を
目
指
し

た
営
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。

体
制
づ
く
り
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

・
マ
ス
ュ
ー

ザ
を
対
象
と
し
た
第
二
営
業
担
当
、
業
容
拡
大
メ
ニ

ュ
ト
の
創
出
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
Ｐ
Ｊ
の
ほ

か
、
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
事
務
局
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
推
進
室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｓ
０
９

０
０
１
に
つ
い
て
も
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
最
大
の
チ
ャ
ネ

ル
で

あ
り
ま
す
１
１
６
セ
ン
タ
に
お
い
て
も
、
サ
ー
ビ
ス

品
質
の
確
保
と
販
売
の
向
上
の
両
立
を
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
積
極
的
な
事
業
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
主
力
商
品
で
あ
る
、
「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
及
び

「
フ
レ
ッ
ツ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
の
新
た
な
メ

ニ

ユ
ー
の
追
加
や
提
供
地
域
の
拡
大
に
あ
わ
せ
た
積
極

的
な
販
売
、
ま
た
、
レ
ゾ
ナ
ン
ト
系
商
品
の

「
フ
レ

ツ
ツ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
フ
レ
ッ
ツ
ス
ポ

ツ

卜
」
の
販
売
活
動
等
、
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
の
業
容
拡
大
業
務
と
し
て
、
テ
レ
マ

ー
ク
テ
イ
ン
グ
、
人
材
派
遣
、
研
修
、
ド

コ
モ
携
帯

電
話
の
販
売
を
主
と
し
た
代
理
店
業
務
、
ド

コ
モ
ア

フ
タ
ー
業
務
、
広
告
イ
ベ
ン
ト
、　
ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
及
び

エ
ヌ

・
テ
ィ

・
テ
ィ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社
か
ら
の
受
託
業
務
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
事
業

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

経
営
の
効
率
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、　
コ
ス
ト
削
減

努
力
に
加
え
、
ソ
リ

ュ
ー
シ

‐ョ
ン
営
業
部
の
代
理
店

コ
ン
サ
ル
業
務
の
集
約
を
行
う
な
ど
、
生
産
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

目
囲

圏

固

平
成
十
六
年
度
は
、
プ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
に
向

け
光
戦
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
収
益
構
造
転
換
準
備

期
で
あ
り
、
早
期
に
光
エ
リ
ア
の
シ
ェ
ア
の
確
保

・

拡
大
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
掘

・
展
開
及
び
効
率

化
施
策
の
推
進
に
努
め
、
引
き
続
き
安
定
的
黒
字
確

保
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

-3-
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電
友
会
四
国
地
方
本
部
は
、
四
月
二
十
二
日
、
ビ

ュ
ア
フ
ル
松
山
勤
労
会
館
で
、
各
県
支
部
代
議
員
五

十
四
名
の
参
加
の
も
と
に
第
二
十
三
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
会
は
、
ま
ず
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
に
始

ま
り
、
芳
野
本
部
長
の
挨
拶
、
三
村
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

愛
媛
支
店
長
及
び
藤
谷
電
友
会
本
部
常
任
理
事

。
事

務
局
長
か
ら
の
祝
辞
の
後

「電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
賞
」
受
賞
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
回
の
議
長
に
高
知
県
支
部
の
徳
広
代

議
員
を
選
出
し
た
後
、
総
会
次
第
に
沿

っ
て
、
平
成

十
五
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
計
算
書
及
び
会
計
監

査
報
告
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

続
い
て
一平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

情
報
通
信
の
利
用
構
造
は
、
光
通
信
や
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

に
よ
る
高
速
と
大
容
量
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
に

向
け
て
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
情
報
通
信
市
場
に

お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
価
格
両
面
で
の
熾
烈
な
競

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
市
場
環
境
の
中
に
あ

つ
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
「増
収
基
調

へ
の
転
換
」
と

「安
定
的
黒
字
経
営
の
実
現
」
を
経
営
目
標
に
掲
げ
、

経
営
の
効
率
化
と
積
極
的
な
営
業
活
動
、
特
に
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
に
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
結
集
し
た
諸
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
私
ど
も
電
友
会
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
電
友
会
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
支
援
、
協
力
関
係
や
、
電
友
会
組

織
の
基
本
理
念

（①
会
員
の
生
き
甲
斐
の
向
上
と
②

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
）
は
何

ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
が
こ
の
よ
う
な
事
業
関
係
に
あ
る
と
き
こ
そ
従

来
以
上
の
支
援
、
協
力
関
係
を
維
持
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
立
場
に
た

つ
て
、
電
友
会
組
織
の
結
束
と
連

帯
の
も
と
平
成
十
六
年
度
は
次
の
諸
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

一　

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
施
策
等
の
推
進

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
次
の

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

０
　
〈
本
員
や
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

顕
彰
に
努
め
、
そ
の
活
動
状
況
等
を
広
く
紹
介

す
る
。

０

〈
ム
員
相
互
の
連
携
強
化
の
た
め
、
レ
ク
レ
ー

シ
ヨ
ン
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し
活
性
化
を

図
る
。

０
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
会
員
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
、

会
員
の
交
流
と
親
睦
等
に
資
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
行
う
社
会
貢
献
。
社
会

福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
周
知
に
努
め
、
積

極
的
に
参
加
、
協
力
す
る
ｃ

６
　
年
金
、
介
護
保
険
問
題
等
に
つ
い
て
会
報
等

で
情
報
提
供
す
る
。

“
　
団
体
割
引
の
有
利
性
を
生
か
せ
る
電
友
会
会

員
向
け
の
保
険

（自
動
車

・
団
体
傷
害

・
が
ん

保
険
）
に
つ
い
て
会
員
に
周
知
し
勧
奨
す
る
。

一
一　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支
援

・
協
力
活
動

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の

支
援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
普
及
に
協
力
す
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、

指
導
者
の
確
保

・
育
成
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
拡
大
に
資
す
る
。

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
実
施
す
る
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
各
種
施
策
を
積
極
的
に
支
援
、
協
力
す
る
。

０
　
地
域
に
お
け
る
会
員
の
活
動
状
況
を
調
査
し

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
活
動
に
活
か
す
。

〓
一　
会
組
織
の
強
化

組
織
の
拡
充

。
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

①
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
退
職
予
定
者
説
明
会
で

の
入
会
勧
奨
と
、
そ
の
後
の
フ
オ
ロ
ー
に
努
め

ｚ
Ｏ

。

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

会
社
退
職
者
の
入
会
勧
奨
を
強
化
す
る
。

Ｇ
　
未
加
入
者
の
入
会
勧
奨
に

つ
い
て
、
全
会
員

に
よ
る
“
日
常
的
呼
び
か
け
”
を
行
う
。

に
　
入
〓
報
や
会
員
名
簿
の

「手
配
り
」
の
拡
大
、

定
着
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
及
び

連
携
の
強
化
を
図
る
。
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平成16年度収支予算書(一般会計 )

収入の

科 目 金  術 記 事

金

入

入

入

　

入

入

入

入

金

越

収

収

収

　

収

収

収

収

卿

攀

時

罐

　

〈
不
生
口
息

嘲

受

前

会

分

配

　

総

広

利

そ

仮

552

946

610

7,547

60

180

0

980

95

支部から

Nq―
「
から(総会費、会報費、名簿費の一部 )

本部から(人件費、運営補助費、評議員会費

の一部 )

祝い金

会報への広告掲載料

10円

保険周知宣伝協力費、公職等就任状況調査費

計 10,971

(単位 :千円)

「

囲圏
鋼
野
訃
義
Ｊ

一
☆

瑞
宝
小
綬
章
　
　
西
本
　
壽
恵
（ 一松
』
げ
）

一

“漸
忙̈
躍
不
融口
一 ―

―
地
方
本
部
役
員

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

―

高
知
電
友
会
に
お
け
る
会
長
、
副
会
長
の
交
代
に

伴

っ
て
同
県
選
出
の
地
方
本
部
役
員
に
交
代
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
電
友
会
四
国
地
方
本
部
役
員
の

一

部
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

（新
）
　

副
本
部
長
　
　
徳
広
　
孝
敏

理
事
　
　
　
　
末
永
　
雄

一

（参
考

‥
旧
）
（副
本
部
長
　
　
楠
瀬
　
邦
夫
）

（理
事
　
　
　
　
窪
田
　
剛
介
）

川
原
政
男
さ
ん

（八
十

一
歳

・
三
野
町
）
が

健
康
名
人
と
し
て
テ
レ
ビ
に
出
演

―
香
川
―

去
る
五
月
二
十
七
日

（木
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ

ビ
八
時
三
十
五
分
か
ら
の

「生
活
ほ
っ
と

。
モ
ー

ニ

ン
グ
」
番
組
で
、
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル

・
コ
ー
ナ
に
川

原
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
町
役
場
か
ら
依
頼
さ
れ
た
健
康
協
次

の
川
原
さ
ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
か
ら
来
ら
れ
た
吹
田

明
日
香
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
対
話
す
る
状
況
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

川
原
さ
ん
は
、
三
野
町
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
コ
ン

テ
ズ
ト
十
年
連
続
ト
ッ
プ
の
実
績
が
あ
り
、
朝
早
く

か
ら
、
通
称
と
ん
ぎ
り
山
の
ア
ツ
プ

・
ダ
ウ
ン
が
あ

る
山
道
と
平
地
を
、　
一
時
間
二
十
分
か
け
て
毎
日
歩

く
の
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
と
は
言
え
、
そ
の
信
条
は
季
節
ご
と

の
山
の
自
然
を
観
察
し
、
ま
た
、
自
然
の
山
か
ら
も

歓
迎
さ
れ
て
、
毎
日
々
々
歩
く
の
が

「楽
し
み
」
だ

そ
う
で
す
。

こ
の
、
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
話
で
す
が
、
大

相
撲
の
元
関
取

・
寺
尾
さ
ん
が
テ
レ
ビ
の
中
で
、
人

の
素
質
と
言
う
も
の
は
天
性
だ
け
を
言
う
も
の
で
は

な
い
。
毎
日
々
々
、
あ
る
こ
と
を
続
け
る
の
も
そ
の

人
の
素
質
で
あ
る
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
心

に
残
る
話
で
し
た
。

川
原
さ
ん
が
、
毎
日
々
々
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続

け
る
す
ば
ら
し
い
素
質
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
も
ま

す
ま
す
楽
し
み
な
が
ら
元
気
で
頑
張

つ
て
は
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

(支出の部)

科 目 金  各 事記

費

費

　

費

　

出

出

支

支

業

議

　

務

　

等

他

費

の

事

〈
〓
　
　
事
　
　
〈
バ
そ

620

2,200

6,099

1,281

157

会報発行費、名簿 (補正版)発行費

総会費、本部理事会、本部評議員会、

事務局長会議、地本理事会、編集委員会、他

人件費、用品費、通信費、コピー機借料、

データベース整備、他

支部へ (運営補助費)

支部へ (保険周知宣伝協力費)、 他

出支 計 10,357

費

金

越

越

繰

備

繰

金

期

受

予

次

仮

100

419

95

計 10,971

◎特別基金 (特別会計)の繰越金は、1,757千円です。
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太
極
拳
と
書
道
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

今
回
は
、
長
年
、
太
極
拳
と
書
道
に
打
ち
込
ま
れ
、

ま
た
、
そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
菊
池
武
明
さ
ん

（松
山
市
在
住
）
を
ご
紹
介

し
た
い
。

菊
池
さ
ん
は
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
年
）
生

ま
れ
、
今
年
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
。
昭
和
十
四
年

の

人
幡
浜
郵
便
局
が
最
初

の
職
場
。
昭
和
五
十
六
年
電

電
公
社
退
職
後
、
電
気
通
信
共
済
会
に
入
ら
れ
、
昭

和
六
十
二
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
勤
め
人
と
し
て
の

半
生
を
送
ら
れ
た
。

ま
ず
、
現
在
ま
で
、
何
度
も
県
展
に
入
選
さ
れ
て

い
る
書
道
に
つ
い
て
は
、
電
電
公
社
在
職
中
は
か
じ

る
程
度
だ

っ
た
が
、
本
格
的
に
取
組
み
始
め
た
の
は

共
済
会

（高
知
）
に
居
ら
れ
た
頃
か
ら
と
の
こ
と
。

当
時
は
、
書
い
た
も
の
を
松
山
の
先
生
に
送

つ
て
添

削
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
転
勤
で
松
山

へ
戻

っ
て
か
ら
は
、
直
接
、
先
生
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た

そ
う
で
あ
る
。

次
に
、
太
極
拳
を
始
め
ら
れ
た
き
，
か
け
は
―
―

共
済
会

（高
知
）
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
頃
、
酒

席
で
机
の
上
な
ど
で

一
本
足
で
立

つ
こ
と
に
快
感
？

を
覚
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ

つ
た
。
そ
ん
な
こ
と

も
ぁ

っ
て
、
太
極
拳
に
興
味
を
持
ち
、
本
を
読
ん
で
、

内
臓
に
良
い
し
、
精
神
的
に
も
良
い
と
知

っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
に
、
そ
の
道
の
大
家

（東
京

在
住
）
の
説
明
会
が
松
山
市
内
で
あ
り
、
そ
れ
に
参

加
し
て
ま
す
ま
す
太
極
拳
に
惚
れ
こ
ん
で
し
ま

つ

た
。
ち
よ
う
ど
そ
の
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
松
山
市

）

内
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
に
週

一
回
通

い
始
め
た
の
が
、太
極
拳
の
本
格
的
な
勉
強
の
開
始
．

同
セ
ン
タ
ー
の

一
期
生
で
あ
る
。

ま
た
、
菊
池
さ
ん
は
、
ち
よ
う
ど
そ
の
頃
に
松
山

市
の

「高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座
」
を
受
講

し
、
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
事

務
局
長
、
副
会
長
、
会
長
を
務
け
ら
れ
た
。
今
も
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

平
成
十

一
年
に
は
第
九
回

「電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
賞
」
を
受
け
ら
れ
た
。

太
極
拳
と
書
道
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と

の
か
か
わ
り
を
紹
介
す
る
代
わ
り
に
、
「菊
池
さ
ん

の

一
週
間
」
を
簡
単
に
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
日
曜
日
】
教
会
で
礼
拝

（菊
池
さ
ん
は
幼
少
の
頃

か
ら
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
）
【
月
曜
日
】
午
前

＝
教
会
で

「
後
「ぃ
知
毎
特
人 ャ
官
太 ム
醸
わ
け
脚
輌

【
楽
鰐
峨
崚
一
ツ

前
＝
市
内
の
老
人
施
設
で
の
書
道
介
助

（書
く
こ
と

で
頭
の
働
き
と
手
の
動
き
を
助
け
る
）
／
午
後
＝
囲

碁
の
会

（奥
道
後
保
養
所
拓
泉
荘
に
て
。
こ
れ
は
菊

池
さ
ん
ご
自
身
の
楽
し
み
）
【
木
曜
日
】
午
前

＝
松

山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
大
極
拳
の
指
導

（
一

九
九

一
年
か
ら
）
／
午
後
＝
け
に
は
、
所
属
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動

【金
曜
日
】
午

碑
「
い
‐‥文
靴
雌
レ

コ タ
ヨ

ユ で
二 の
熱
勒
畔
洵
効
噸
で 【
吐
岬
一

極
拳
の
コ
ー
チ
。

で
は
、
【
水
曜
日
】
は
？
―
―

水
曜
日
は
“
我
が

家
で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
”
と
の
こ
と
。
雑
巾
が

け
を
含
め
た
室
内
や
庭
の
掃
除
に
二
時
間
半
か
ら
三

時
間
だ
そ
う
で
あ
る
。

散
歩
に
も
出
た
い
の
で
、

み
た
い
と
お

つ
し
や
る
が
、

の
時
間
が
持
て
な

い
様
子
。

ど

架

詫

●

一が
要

第

ボ
）
に
よ
い
影
響
を
及
ば
し
、
気
を
整
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、
身
体
に
良
い
ん
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

ま耐ｒ粁抑議劉
囁「』言っ浸浸腱れ知だ「漱一動

的乱薇げ嚇札察吋代弓“昴
噺残ゴ獄鰤繁が菊

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
息
抜
き
？
と
し
て
の
囲

碁
を
含
め
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
た

ぃ
。
　

　

　

　

　

　

（稲
毛
編
集
委
員
長
　
記
）

）

ど
の
曜
日
も
半
日
は
休

思
う
よ
う
に
は
ご
自
分
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「
脱
腸
」
に
要
注
意

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

外
科
　
主
任
医
長
　
　
宮
城
　
和
富

腸
が
破
れ
て
腹
膜
炎
に
な
り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

鼠
径
部
に
は
お
腹
と
外
を

つ
な
ぐ
筒
状
の
管

（鼠

径
管
）
が
あ
り
、
男
性
で
は
睾
丸

へ
行
く
血
管
や
精

管

（精
子
を
運
ぶ
管
）
が
、
女
性
で
は
子
官
を
支
え

る
靭
帯
が
通

っ
て
い
ま
す
。
年
を
と

っ
て
き
て
筋
膜

が
衰
え
て
く
る
と
鼠
径
管
の
入
り
口
が
緩
ん
で
き
ま

す
。
お
腹
に
力
を
入
れ
た
時
な
ど
に
筋
膜
が
緩
ん
で

で
き
た
入
り
日
の
隙
間
か
ら
腹
膜
が
出
て
ぐ
る
よ
う

に
な
り
、
次
第
に
袋
状

（
ヘ
ル
ニ
ア
の
う
と
い
い
ま

す
）
に
伸
び
て
鼠
径
管
内
を
通
り
脱
出
し
ま
す
。
い

つ
た
ん
で
き
た
袋
は
な
く
な
ら
ず
、
お
腹
に
力
を
入

れ
る
と

ヘ
ル
ニ
ア
の
う
の
中
に
、
腸
な
ど
、
お
腹
の

中
の
組
織
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

外
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
と
い
い
ま
す
。
腹
壁
に
は
弱
い
場

所
が
あ
り
、
年
を
と

っ
て
き
て
筋
肉
が
衰
え
て
く
る

と
、
こ
こ
を
直
接
押
し
上
げ
る
よ
う
に
し
て
腹
膜
が

そ
こ
か
ら
袋
状
に
伸
び
て
途
中
か
ら
鼠
径
管
内
に
脱

出
し
ま
す
。
））れ
を
内
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
と
い
い
ま
す
。

外
観
は
外
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
鼠
径

部
の
下
、
大
腿
部
の
筋
肉
、
筋
膜
が
弱
く
な

っ
て
膨

ら
み
が
発
生
す
る

ヘ
ル
ニ
ア
を
大
腿

ヘ
ル
ニ
ア
と
い

い
ま
す
。
大
腿

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
高
齢
の
痩
せ
た
女
性

に
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
乳
幼
児
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど

先
天
的
な
も
の
で
す
が
、
成
人
の
場
合
は
加
齢
に
よ

り
身
体
の
組
織
が
弱
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
、
特
に

四
十
代
以
上
の
男
性
に
多
く
起
こ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
乳
幼
児
で
も
中
高
年
で
も
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
患
者

の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
男
性
で
す
が
、
，）
れ
は
、

鼠
径
管
の
サ
イ
ズ
が
女
性
は
男
性
よ
り
小
さ
く
、
比

一

較
的
、
腸
が
脱
出
し
に
く
い
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
四
十
代
以
上
で
は
、
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア

の
発
生
に
職
業
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
腹
圧
の
か
か
る
仕
事

（重
い
も
の
を
持
ち

上
げ
る
仕
事
な
ど
）
や
立
ち
仕
事
に
従
事
す
る
人
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
の
日
本
で
は
十
四
万
人
Ｌ
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
多
忙
の
た
め
我
慢
し
て
い
た
り
、

「恥
ず
か
し
い
病
気
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
に
あ

っ
て
、
受
診
を
渋

っ
て
い
る
潜
在
的
な
患
者
も
か
な

り
多
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

手
術
は
、
腸
を
お
腹
に
戻
し
、
脱
出
し
た
袋
を
切

除
し
、
弱
く
な

っ
た
お
腹
の
壁
の
補
強
を
し
ま
す
．

壁
の
補
強
に
は
、
人
工
補
強
材
が
必
要
な
タ
イ
プ
と

そ
う
で
な
い
タ
イ
プ
が
あ
り
、　
ヘ
ル
ニ
ア
の
種
類
や

病
状
に
よ
り
選
択
さ
れ
ま
す
。

人
工
補
強
材
を
使
用
し
な
い
方
法
で
は
、
筋
膜
や

靭
帯
と
い
っ
た
強
度
の
強
い
組
織
を
縫
い
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
腹
壁
の
穴
を
開
じ
、
腹
壁
の
補
強
を
行

う
手
術
で
す
。
こ
れ
は
、
昔

（約
百
年
前
）
か
ら
確

立
さ
れ
た
方
法
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
自
身
の
組
織
を

使
う
た
め
、
人
工
物
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
筋
膜
や
靭
帯
を
縫
い
合
わ
せ
る
た
め
緊
張

が
か
か
り
、
術
後
数
日
間
は
、　
つ
っ
ば

っ
て
痛
み
が

続
い
た
り
し
ま
す
。

人
工
補
強
材
を
使
用
す
る
方
法
に
は
様

々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
に
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
と

プ
ラ
グ
と
い
っ
た
人
工
物
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
臓
器
が
脱
出
し
な
い
よ
う
に
プ
ラ
グ
を

ヘ
ル
ニ

ア
の
穴
に
ふ
た
を
す
る
よ
う
に
入
れ
、
さ
ら
に
メ
ッ

シ

ユ
シ
ー
ト
で
腹
壁
の
補
強
を
す
る
手
術
で
す
。
こ

れ
は
、
人
工
物
で
補
強
す
る
た
め
、
緊
張
や

つ
っ
ば

り
感
が
な
く
術
後
の
痛
み
や
再
発
が
少
な
く
な
る
と

い
、
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
は
、
体
の
組
織
が
正
し
い
位

置
か
ら
は
み
だ
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
本
来
な
ら
お
腹
の
中
に
あ

る
は
ず
の
腸

（主
に
小
腸
）
の

一
部
や
大
網
と
呼
ば

れ
る
脂
肪
の
膜
な
ど
が
、
鼠
径
部
の
筋
膜
の
間
か
ら

皮
膚
の
下
に
出
て
く
る
病
気
で
す
。
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア

は
子
供
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
む
し
ろ
成

人
に
多
く
、
手
術
以
外
、
治
療
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

初
期
の
こ
ろ
は
、
立

っ
た
時
と
か
お
腹
に
力
を
入

れ
た
時
に
鼠
径
部
の
皮
膚

の
下
に
腸
の

一
部
な
ど
が

出
て
き
て
柔
ら
か
い
は
れ
が
で
き
ま
す
が
、
普
通
は

指
で
押
さ
え
る
と
引

っ
込
み
ま
す
。
鼠
径
部
に
何
か

出
て
く
る
感
じ
が
あ
り
、
そ
れ
が
お
腹
の
中
か
ら
腸

が
脱
出
し
て
く
る
の
で

「脱
腸
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
次
第
に
不
快
感
や
痛
み
を
伴

っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
は
れ
が
急
に
硬
く
な

っ
た
り
、
押
さ
え

て
も
引

っ
込
ま
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
お
腹
が
痛

く
な

っ
た
り
吐
い
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を

ヘ
ル
ニ
ア

の
カ
ン
ト
ン
と
い
い
、
急
い
で
手
術
を
し
な
け
れ
ば
、

葉』嚇』獅̈
一鰤赫叶
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
常
は
人
工
物
を
入

れ
て
も
問
題
は
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
が
起
こ
る

と
人
工
物
を
取
り
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
手
術
の
歴
史
は
ま
だ

浅
い
た
め
、
人
工
物
を
入
れ
た
後
の
長
期
的
な
経
過

や
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
は
つ
き
り
と
わ
か

つ

て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

鼠
径
部
の
膨
隆
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
外
科
を

受
診
し
て
下
さ

い
。

◇
　
愛
原
　
　
二早
　

（松
山
市
）

四
月
の
初
め
に
愛
犬

（雄
の
マ
ル
チ
ー
ズ
）
が
死

ん
で
、
少
し
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
我
が
家

へ
来
て

十
二
年
。
寝
起
き
を
共
に
す
る
い
い
相
棒
で
し
た
。

平
成
元
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
人
間
で
言
え
ば
七
十

五
歳
を
超
え
て
い
た
で
し
よ
う
。
顔
が
よ
く
似
て
い

る
縫
い
包
み
を
買

つ
て
来
て
、
机
に
飾

っ
て
い
ま
す
。

五
月
で
六
十
九
歳
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
達

と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
こ

（松
山

空
港
に
近
い
）
に
住
ん
で
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

す
ぐ
隣
り
に
は
、
息
子
夫
婦
と
孫
娘
が
二
人
居
て
、

に
ぎ
や
か
な
毎
日
で
す
。

諸
兄
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

◇

　

一
柳
　
久
寿
猪

　

（高
知
市
）

主
婦
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
の
頃
は
手
抜
き
も

少
し
上
手
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
孫
が
二
人

お
り
ま
す
。
長
男
の
子
は
女
児
で
三
ケ
月
、
次
男
の

子
は
人
ヶ
月
の
男
児
で
ハ
イ

ハ
イ
が
出
来
る
よ
う
に

な

っ
て
、
目
が
離
せ
な
く
な

つ
て
来
て
い
ま
す
。
時

）

々
会

っ
て
い
る
の
で
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

海
外
旅
行
は
毎
年
計
画
し
て
気
分
転
換
。
書
道
、

茶
道
、
大
正
琴
等
々
、
今
は
私
が
時
間
の
許
す
限
り
、

い
ろ
い
ろ
な
事
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
、
悔
い
の
な
い

人
生
を
過
ご
そ
う
と
思

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
忙
し

い
ス
ヶ
ジ

ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
伊
藤
　
昭
夫

　

（野
市
町
）

第
二
の
職
場
を
昨
年
卒
業
し
、
当
地
で
地
域
の
方

々
と
野
菜
作
り
や
山
登
り
、
そ
し
て
土
佐
湾
で
の
竿

振
り
と
健
康
的
な
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
元
気
で
、
孫
達
か
ら
の
電
話
で
は
夫

婦
が

一
喜

一
憂
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
当
地
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
長
か
ら
の
紹

介
が
あ

っ
て
、
六
月

一
日
か
ら
当
連
合
会
で
安
全

・

適
正
就
業
パ
ト

ロ
ー
ル
員
と
し
て
、
東
部
地
区
の
作

業
現
場
の
安
全
作
業
指
導
業
務
に
就
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
地
域
の
方

々
と
共
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
今
村
　
精
朗

　

（土
佐
市
）

第
二
の
職
場

「公
衆
電
話
会
」
を
退
職
し
て

一
年

余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
は
地
元
で
友
人
の
会
社

を
手
伝

っ
て
お
り
ま
す
。
平
日
は
多
忙
で
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
出
来
な
く
て
申
し
訳
な
く
思

つ
て

お
り
ま
す
。

休
み
の
日
は
、
渓
流
釣
り
や
浜
で
の
キ
ス
釣
り
も

楽
し
み
ま
す
が
、
最
近
は
専
ら
庭
の
花
作
り
や
妻
と

散
歩
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
車
庫
で
ジ
ム
ニ
が
寂

し
そ
う
で
す
。
夜
は
気
の
合
う
友
人
と
、
ビ
ー
ル
も

時

々
飲
み
ま
す
が
、
「程

々
が
大
切
」
が
身
を
も

つ

て
実
感
出
来
る
昨
今
で
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
大
西
　
修
史

　

（松
山
市
）

松
山
フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
提
供
会

員
と
し
て

「隣
り
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
」
と
し
て
育

児

・
介
護
の
ご
く
軽
い
お
手
伝
い
を
都
合

の
よ
い
時

に
や

つ
て
い
ま
す
。

都
合

の
悪
い
時
と
は
、
毎
朝

（五
時
半
か
ら
）
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
引
き
続
く
ラ
ジ
オ
体
操

（永
木
花
壇
）

ま
で
と
畑

（久
万
町
）
、
水
泳

（
コ
ミ
セ
ン
）
、
道
後

温
泉

へ
行

っ
て
い
る
時
で
す
。

愛
媛

マ
ラ
ソ
ン
の
最
高
齢
者
完
走
を
目
指
し
て
鍛

錬
の
毎
日
で
す
。

◇
　
大
山
　
登
紀
子

　

（さ
ぬ
き
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て
十
年
近
く
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
発
病
し
た
多
発
性
筋
炎

（膠
原
病
の

一
種
）

と
付
き
合

っ
て
二
十
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
も
四

週
間
に

一
回
通
院
し
て
い
ま
す
。
年
と
共
に
医
者
か

ら
は
薬
の
副
作
用
、
病
状
の
変
化
を
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ケ
セ
ラ
セ
ラ

・
・
・
。
元
職
場
の
仲
間
と

国
内
外
の
旅
行
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
仲
間
と
小
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日
常
は
花
作
り
、
野
菜
作
り
に
精
を
出
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
と

つ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
中
く
ら
い
の
幸
せ
に
感
謝
し
て
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
亀
井
　
征

一
　

（宇
多
津
町
）

平
成
七
年
六
月
二
十
日
の
退
職
前
、
退
職
説
明
会

が
開
催
さ
れ
た
。
藤
本
迪
雄
講
師
に
よ
る
名
講
話
を

思
い
出
し
て
は
、　
一
部
を
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

自
ら
の
戒
め
と
し
て
い
ま
す
。

『
退
職
と
は
自
分
の
周
囲
に
あ
る
様

々
な
物
事
が

徐

々
に
無
く
な
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
職
を
失
う
事
に

）
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始
ま
り
、
収
入
に
見
放
さ
れ
預
貯
金
は
減
少
し
、
子

供
達
も
去
り
親
や
友
人
知
人
を
失
い
、
や
が
て
配
偶

者
を
も
失
う
か
も
知
れ
な
い
道
程
だ
』
と
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

一
つ
一
つ
を
大
事
に
大
切
に

し
な
が
ら
、
定
め
の
と
お
り
い
と
お
し
く
失

っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
　
山序
　
原
子

　

（石
井
町
）

皆
さ
ん
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
つ
て
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？
退
職
し
て
か
ら
十
五
年
続
け
て
お
り
ま

す
。視
覚
障
害
者
の
眼
の
代
わ
り
に
な

つ
て
、
テ
ー
プ

に
録
音
し
て
聞
い
て
も
ら
う
。
録
音
図
書
と
言
い
ま

す
。
や

っ
と
二
百
冊
に
達
し
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
間
、
機
関
紙
の
編
集
委
員
長
、
そ
の

他
三

つ
の
役
職
を
仰
せ

つ
か
り
、
大
忙
し
の
毎
日
で

す
。
現
職
の
時
よ
り
ず

っ
と
忙
し
い
目
に
あ

っ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
様
で
、
年
な
り
の
元
気
さ
で
い
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思

つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
第

一
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
北
村
　
隆
生

　

（高
松
市
）

昨
年
の
十
月
か
ら
、
午
後
半
日
、
パ
ソ
コ
ン
を
操

作
し
て
で
き
る
第
二
の
職
場
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た

日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、
所
詮
、
給
料
を
貰
う
仕

事
は
全
て
が
楽
し
い
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

一　
や
は
り
趣
味
に
没
頭
す
る
こ
と
こ
そ
格
別
で
す
。

を
付
加
し
て
様
々
な
改
造
を
行
い
、
運
転
上
の
便
利

さ
追
求
に
は
留
ま
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
　
篠
原
　
弓
子

　

（新
居
浜
市
）

光
陰
矢
の
如
し
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
、
私
も
退

職
し
て
は
や
十
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
今

の
と
こ
ろ
健
康
的
に
は
問
題
な
く
、
お
勤
め
時
代
か

ら
の
友
達
に
も
恵
ま
れ
、
詩
吟
、
陶
芸
、
旅
行
と
出

掛
け
る
こ
と
の
多
い
生
活
で
す
。
庭
に
草
花
を
並
ベ

た
り
、
菜
園
で
四
季
折

々
の
野
菜
づ
く
り
な
ど
家
庭

に
あ

っ
て
も
忙
し
い
毎
日
で
す
。

今
日
は
老
鶯
の
澄
ん
だ
鳴
き
声
が
よ
く
聞
こ
え
ま

す
。
時
折
、
ほ
と
と
だ
け
も

。
・
・
。
平
凡
な
暮
ら

し
で
す
が
、
こ
れ
が

爆甘
と
言
う
も
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
一
日
で
も
永
く
続
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
四
宮
　
清好
宏

　

（徳
島
市
）

若
い
つ
も
り
で
い
た
が

「私
は
今
」
の
依
頼
が
来

た
。
「な
ぁ
る
ほ
ど
」
と
思
案
す
れ
ば
、
腰
は
痛

い

し
、
一肩

・
膝
も
痛
い
、
物
忘
れ
も
人
並
み
以
上
に
、

ま
た
、
還
暦
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

特
に
、
腰
痛
に
は
こ
こ
数
年
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
以
前
あ
ま
り
動
か
さ
な
か

っ

た
身
体
を
、
気
の
向
く
ま
ま
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で

歩
い
て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
現
役
の
頃
の
七
十

数
キ
ロ
か
ら
六
十
数
キ
ロ
と
、
日
標
ま
で
も
う
少
し

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
や

っ
て
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

た
り
に
わ
七

日同
満

鳳
宜

　

（松
山
市
）

○
　
新

緑

々
、
温
泉
上
リ
ビ
ー
ル
が
、

う
ま
す
ぎ
る
。

）
○
　
エハ
十
路
独
牛
、
真
楽
遊
の
、
脇
役
道

是
道
　
弘
宜

（平
成
十
六
年
六
月
七
日
か
く
）

◇
　
多
田
　
正
治

　

（さ
ぬ
き
市
）

早
い
も
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
八
年
も
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
退
職
す
れ
ば
あ
れ
も
や

っ
て
み

よ
う
、
こ
れ
も
し
て
み
よ
う
と
月
ご
と
の
計
画
を
立

て
ま
し
た
が
、
実
際
に
実
行
出
来
た
の
は
、
た

っ
た

の
海
釣
り
と
盆
栽

（さ

つ
き
）
の
手
入
れ
で
あ
り
、

大
半
の
計
画
は
絵
に
描
い
た
餅
の
ご
と
く
で
、
途
中

で
消
化
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
、
娘
に
待
望
の
初
孫
男
子
誕
生
。

孫
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
五
ケ
月
も

た
ち
、
孫
を
子
守
し
て
い
る
か
、
孫
に
遊
ん
で
も
ら

つ
て
い
る
よ
う
な
、
こ
の
頃
の
毎
日
で
す
。

◇
　
田
畑
　
史
代

　

（重
信
町
）

退
職
し
て
は
や
三
年
。
相
変
わ
ら
ず
バ
タ
バ
タ
し

て
い
ま
す
。

退
職
後
始
め
た
陶
芸
に
ド
ッ
プ
リ
つ
か

つ
て
、　
ロ

ク
ロ
が
私
を
喜
ば
し
て
く
れ
た
り
悲
し
ま
せ
た
り
し

て
く
れ
ま
す
。

時
間
を
作
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
電
話
相
談
員
を

し
た
り
手
話
奉
仕
を
し
た
り
、
欲
張
り
精
神
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

家
で
は
教
育
バ
バ
ア
で
孫
の
習
い
事
の
ア
ツ
シ
ー

君
―
老
い
た
母
親
の
世
話
と
で
忙
し
い
け
ど
、　
一
日

を
終
え
冷
え
た
ビ
ー
ル
で

「元
気
で
よ
か

っ
た
」
と

一
人
で
カ
ン
パ
イ
し
て
い
ま
す
。
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◇
　
中
川
　
和
男

　

（松
山
市
）

平
成
四
年
六
月
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
し
て
か

ら
、
お
か
げ
さ
ま
で
十
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
は
体
調
維
持

の
た
め
、
毎
日
の
散
歩

（
一
万
三
千
歩
）
、
食
事
療
法
等
に
よ
り
、　
一
病
息

災
で
平
穏
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

◇
　
中
野
　
正
明

　

（松
山
市
）

松
山
市
に
家
と
土
地
を
売
却
し
、
五
明
地
区
の
広

い
畑

の

一
角
に
太
陽
光
発
電
と
中
水
装
置
を
備
え
た

家
を
新
築
、
九
九
年
に
転
居
し
ま
し
た
。
売
却
し
た

土
地
は
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

九
二
年
に
退
職
。
こ
の
年
、
初
め
て
の
外
国
の
北

欧
、
翌
年
ペ
ル
ー
で
イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
を
巡

つ
て

少
年
時
代
の
夢
を
果
た
し
、
九
六
年
に
ス
イ
ス
を
旅

し
ま
し
た
。

九
七
年
に
共
著
で
出
版
し
た
本
が
愛
媛
出
版
文
化

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

退
職
の
翌
年
に
入
学
し
た
通
信
制
の
大
学

（法
学

部
）
を
、
〇

一
年
に
卒
業
。
現
在
、
新
聞
に
裁
判
の

傍
聴
記
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
　
中
野
　
泰
裕

　

（高
知
市
）

二
人
の
息
子
も
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
、
妻
と
二
人

健
康
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た

め
、
た
ま
に
け
ん
か
も
し
、
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
四
季
折

々
、
自
家
製
の
野
菜
が
毎

日
、
食
卓
に
並
ん
で
お
り
ま
す
。
足
、
腰
が
痛
く
て
、

週
二
回
リ

ハ
ビ
リ
に
通
い
な
が
ら
、
無
農
薬
の
野
菜

づ
く
り
に
精
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
数
年
前
に
生
ゴ
ミ
処
理
器
を
買

つ
て
、
堆

肥
を
作

っ
て
は
畑

へ
入
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
で
は
食

べ
き
れ
ず
、
隣
近
所
、
友
人
知
人
に
配

つ
て
廻
り
、

皆
さ
ん
に
は
大
変
よ
る
こ
ん
で
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
中
山
　
孝
子

　

（徳
島
市
）

退
職
し
て
十

一
年
。
年
齢
と
共
に
年
月
の
早
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
第
二
の
人
生
は
趣
味
に
旅
行
に

と
思

つ
て
い
た
の
も
半
年
で
孫
の
世
話
等
に
忙
し
い

日
々
で
し
た
。

退
職
前
に
始
め
た
俳
句
だ
け
は
続
け
て
お
り
、
仲

間
と
の
句
会
、
吟
行
を
楽
し
み
に
元
気
で
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
四
季
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
、
花
を
愛

で
て
は
五
七
五
に
詠
む
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
月

一
回
の
句
会
は
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
を
利
用
さ

せ
て
戴
き
、
Ｏ
Ｂ
の
方

々
に
お
目
に
か
か
る
の
し
楽

し
み
で
す
。
脳
の
老
化
防
止
の
た
め
精
進
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
健
康
を
維
持
し
つ
つ
。
・
・
。

◇
　
新
居
田
　
七
二
郎

　

（大
西
町
）

昨
年
秋
頃
か
ら
肺
気
腫
の
症
状

（糖
尿
病
か
ら
心

臓
病
を
併
発
し
、
更
に
肺
気
腫
を
併
発
）
が
重
く
な

り
、
坂
道
や
階
段
を
上
が
る
と
と
て
も
息
苦
し
く
、

今
年
二
月
か
ら
主
治
医
の
指
示
に
よ
り
農
作
業
は

一

切
や
め
、
酸
素
濃
縮
器
を
自
宅
に
常
備
し
て
治
療
に

専
念
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

一
向
に
良
く
な
ら
ず
、

こ
れ
で
わ
が
人
生
も
終
わ
り
か
と
達
観
し
て
み
た

り
、
心
残
り
が
持
ち
上
が

つ
て
き
た
り
で
、
迷
い
心

に
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。

一
日
中
ベ
ツ
ド
に
横
た
わ

つ
て
い
る
の
は
退
屈
の

一
語
に
つ
き
ま
す
。
今
日
は
、
娘
に
連
れ
ら
れ
て
通

院
。
先
如
、
帰
宅
し
、
庭
の
桜
の
古
木
が
満
開
に
な

っ
て
い
る
の
で
窓
を
開
け
放
し
、
観
桜
と
シ
ャ
レ
込

み
ま
し
た
が
、
お
酒
も
呑
め
な
い
花
見
な
ん
て
ど
う

し
ょ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
よ
風
に
誘
わ
れ
て
、　
一

輪
ま
た

一
輪
と
舞
い
散
る
桜
の
花
ビ
ラ
を
眺
め
て
い

る
と
、
ど
う
に
も
や
る
せ
な
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

（今
年
四
月
上
旬
に
受
領
し
た
原
稿
で
す

‥
編
集
部
）

◇
　
西
川
　
英
俊

　

（高
松
市
）

昨
年
春
、
ド

コ
モ
を
退
職
し
、
縁
あ

っ
て
近
く
の

会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。
退
職
し
た
ら
こ
れ
も
あ
れ

も
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
分
で
き
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
近
は
、
暇
が
あ
れ
ば
ゴ

入
れ
て
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も

る
の
が
や

つ
と
で
す
。

六
十
歳
を
過
ぎ
て
、
健
康
に
恵
ま
れ
何

一
つ
不
足

の
な
い
日
々
が
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自

治
会
の
世
話
役
、
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
等
に
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
西
川
　
美
和

　

（高
知
市
）

退
職
し
て
六
年
目
に
向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
ｏ

変
わ
ら
な
い
の
は
起
床
時
間
だ
け
。

火
鉢
や
石
臼
で
飼

っ
て
い
る
メ
ダ
カ
が
、
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
根
元
に
産
卵
し
て
い
る
の
を
見
付
け
て

は
、
百
円
バ
ケ
ツ
に
移
し
て
、
埃
の
よ
う
な
赤
ち
や

ん
が
次
第
に
成
魚
の
形
に
な
る
の
を
楽
し
ん
だ
り
、

プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
こ
ば
れ
た
ひ
と
り
生
え
の
花
の
苗

が
、
地
面
で
け
な
げ
に
育

つ
て
い
る
の
が
嬉
し
く
て
、

拾
い
上
げ
て
は
移
植
し
た
り
、
草
む
し
り
等
。

病
院
通
い
を
し
な
が
ら
も
、
月

一
回
の
パ
ツ
チ
ワ

ー
ク
、
週

一
の
ヨ
ー
ガ
、
土
曜
の
朝
市
巡
り
、　
マ
イ

ペ
ー
ス
の
穏
や
か
な
暮
し
で
す
。

）

ル
フ
に
力
を

一
〇
〇
を
切
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◇
　
馬
場
　
　
清

　

（松
山
市
）

六
十
五
歳
に
な
り
市
役
所
で
老
人
の
仲
間
入
り
の

．証
で
あ
る
手
帳
を
発
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
老

人
と
い
う
言
葉
に
少
し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
が
、
現

実
で
す
。

昨
年
は
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

へ
旅
行
す
る

な
ど
、
体
は
年
相
応
で
元
気
で
す
。
平
素
、
健
康
に

は
食
生
活
や
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
に
留
意
し
て
い

ま
す
。
趣
味
の
写
真
を
Ｏ
Ｂ
写
真
同
好
会
の
皆
さ
ん

と
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇
　
廣
川
　
　
昭

　

（東
予
市
）

現
役
時
代
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
等
の
作
品

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
を
機
に
透
明
水
彩

画
に
転
向
し
ま
し
た
。
風
景
画
を
描
こ
う
と
す
れ
ば

道
具
立
て
の
簡
便
な
水
彩
画
が
ぴ

っ
た
り
だ
か
ら
で

す
。
ま
た
、
某
美
術
学
校
で
の
水
彩
画
の
評
価
が
高

か

つ
た
の
も
理
由
の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
少
し
ず

つ
作
品
が
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
描
け
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
満
足
で
す
が
、

出
来
た
作
品
が

「買

っ
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
形
で

評
価
さ
れ
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
気
楽
に
描
い
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
福
家
　
ウ
タ
子

　

（高
松
市
）

も
う
七
十
歳
。
退
職
し
て
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

在
職
中
の
色

々
の
こ
と
が
、
昨
日
の
事
の
様
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
し
高
め
で
、
毎
朝
、

三
十
分
程

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

一
日
が
始
ま
り
ま

す
。
孫
と
口
げ
ん
か
を
楽
し
み
、
婦
人
会
、
老
人
会

の
お
手
伝
い
を
し
て
平
凡
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

週

一
回
習
い
事
に
出
か
け
て
、
お
し
や
べ
り
に
花
を

咲
か
せ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

お
正
月
の
度
に
、
年
齢
を

一
歳
ず

つ
返
上
し
て
、

皆
様
と

一
緒
に
輝
い
て
日
々
を
過
ご
し
て
行
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
藤
岡
　
博
子

　

（伊
野
町
）

退
職
し
て
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

幸
い
に
も
健
康
に
恵
ま
れ
て
、
毎
朝
、
二
十
分
～

四
十
分
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
火
曜
日
は
社
会
保
険
セ

ン
タ
ー
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
水
曜
日
は
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

で
洋
裁
、
と
言

っ
て
も
上
達
の
方
は
亀
の
ご
と
く
、

先
生
の
ぼ
け
予
防
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
料
理
、
政

治
、
三
面
記
事
と
話
題
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
あ

つ
と
い
う
間
の

一
日
で
す
。
こ
の
日
の

一
日
は

一
石

二
鳥
で
な
く
三
鳥
、
四
鳥

・
・
。
と
い
っ
た
楽
し
い

一
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
健
康
に
気
を

つ
け
て

一
日

一
日
を
過
ご

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

◇
　
別
役
　
峰
夫

　

（高
知
市
）

五
十
五
歳
で
退
職
し
て
、
四
ヶ
月
後
に
高
知
職
業

安
定
所
の
求
人
開
拓
推
進
員

の
任
命
を
受
け
ま
し

た
。
毎
日
、
求
人
を
求
め
て
事
業
所
訪
間
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
昨
年
四
月
に
新
規
に
出
来
た
早
期
就

職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
窓

口
で
、
仕
事
を
探
し
て
お
ら
れ
る
皆
様

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

に
、
百
八
十
四
名
の
方
が
目
的
の
企
業
に
就
職
さ
れ
、

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
挨
拶
に
来
ら
れ
た
時
に
、
こ
の

上
な
い
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

）こ
れ
か
ら
も
健
康
の
続
く
限
り
こ
の
仕
事
を
頑
張

っ
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
一刷
川
　
芳
則

　

（豊
中
町
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て

一
年
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。退
職
後
は
、
体
力

・
健
康
維
持
の
ス
ポ
ー
ツ
、
興

味
の
あ

っ
た
庭
木
剪
定
の
技
術
習
得
等
試
行
錯
誤
し

て
い
た
と
こ
ろ
、、
縁
あ

っ
て
友
達
四
人
で
電
報
配
達

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
老
眼
鏡
、
地
図
等
を

片
手
に
三
豊
郡
内
を
走
り
回

っ
て
お
り
ま
す
。

配
達
仲
間
に
山
野
草
の
ベ
テ
ラ
ン
が
お
り
、
暇
を

見
付
け
て
は
教
え
て
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
体
と
相
談
し
つ
つ
、　
マ
イ
ペ
ー
ス

で
健
康
第

一
に
過
ご
し
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
宮
本
　
光
代

　

（徳
島
市
）

我
が
家
の
孫
に
は
、
祖
母
と
曾
祖
母
四
人
が
健
在

で
す
。
「お
ば
あ
ち
や
ん
」
だ
け
で
は
、
誰
か
解
り

ま
せ
ん
の
で
名
前
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
私
は

「ミ
ツ

ヨ
サ
ン
」
で
す
。
気
分
良
く
若
い
つ
も
り
で
い
ま
す

が
、
近
頃
と
み
に
着
い
て
き
た
老
人
力
に
閉
口
気
味

で
す
。
五
年
前
か
ら
習
い
始
め
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
発
表

会
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
時

々
踊

っ
て
い
ま
す
が
、
練

習
時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。

フ
ラ
で
接
す
る

ハ
ワ
イ
文
化
は
、
日
常
見
失
い
が

ち
な
物
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
て
楽
し
い
で
す
。

足
腰
を
鍛
え
、
踊
り
続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ア
ロ
ー

ハ
ー
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第 127号
友一

喝国四 平 成 16年 7月

一　
紀
元
二
Ｋ
六
醸
叫
生
剖
抑
。
幸
（け
帥
姉
一
ゴ
ル
フ

．の
練
習
や
園
芸
、
健
康
体
操
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
英

会
話
講
座
等
の

「多
娯
楽
」
に
暇
を
持
て
余
す
こ
と

な
く
毎
日
忙
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
は
、
お
世
話
に
な

つ
た
先

輩
の
方

々
が
多
く
、
楽
し
く
練
習
で
き
幸
せ
と
思

っ

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
練
習
だ
け
で
し
負
け
ま
い

と
頑
張

つ
て
お
り
ま
す
。

や

っ
と
子
供
達
が
独
立
し
、
ホ
ツ
ト
し
て
い
ま
す

が
、
秋
に
は
孫
の
世
話
に
追
わ
れ
そ
う
で
、
今
の
う

ち
に
と
、
先
日
、
法
人
営
業
時
代
の
同
僚

。
後
輩
達

と
北
海
道
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

◇
　
矢
野
　
俊
夫

　

（松
前
町
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て
、
は
や
四
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
以
来
、
少
し
の
田
畑
で
米

・
野
菜
を
作
り
、
農
家

の
仲
間
入
り

（
？
）
を
し
、
松
前
町
農
業
委
員
や
お

寺
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
鉢
植
え
の
水
や
り
を
日
課

一と
れ
ま
、
臓
け
。一
～
二
回
の
海
釣
り
、
夫
婦
で
参
加

．す
る
年
四
日
程
度
の
団
体
小
旅
行
を
楽
し
み
に
し
た

り
、
近
く
に
住
む
孫
か
ら
元
気
を
も
ら

つ
た
り
、
結

構
、
退
屈
し
な
い
平
凡
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
　
山
本
　
由
香
里

　

（松
山
市
）

主
人
の
転
勤
と
子
供
の
他
県

へ
の
進
学
で
、
突
然

退
職
し
て
以
来
十
余
年
。

徳
島
、
松
山
、
高
知
、
松
山
と
二
～
三
年
の
周
期

で
四
国
を
廻
り
、
平
成
十
四
年
の
春
に
現
在
の
松
山

に
落
着
き
ま
し
た
。
転
勤
の
間
は
、
引
越
し
等
大
変

な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
〈
「
で
は
結
構
な

つ
か
し
く
、

思
い
出
の
地
に
出
か
け
て
は
色

々
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、
昨
年
八
月
、
初
孫
が
生
ま
れ
、
時
折
訪
れ

て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
共
稼
ぎ
の
先
輩
と
し

て
エ
ー
ル
を
送
り
な
が
ら
、
我
々
の
職
場
は
早
く
か

ら
子
育

て
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。

◇
　
士
口
岡
　

一
秀

　

（高
知
市
）

我
が
家
は
、
古
女
房
と
愛
犬
リ
リ
ー

（プ
ー
ド
ル

と

マ
ル
チ
ー
ズ
の
雑
種
自
の
牝
）
と
の
二
人

（
？
）

家
族
。　
一
人
息
子
を
養
子
に
出
し
た
代
わ
り
に
、
子

供
同
様
に
可
愛
が

つ
て
飼
い
始
め
た
仔
犬
も
は
や
十

年
。
人
間
に
換
算
す
る
と
六
十
歳
近
く
、
も
う
す
ぐ

私
を
追
い
越
す
年
齢
。
人
語
も
そ
こ
そ
こ
理
解
し
、

車
大
好
き
犬
で

『
ブ
ー
ブ
ー
で
行
く
か

。
・
・
』
と

言
お
う
も
の
な
ら
、
ワ
ン
フ
ン
と
体
を
丸
め
て
部
屋

中
走
り
回
る
。

北
陸
、
南
紀
、
山
陰
、
九
州
等
、
幾
千
キ
ロ
旅
を

重
ね
た
こ
と
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
あ
る
限
り

二
人
で
車
の
旅
を
続
け
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
ｏ

マ
イ

コ
ン
と
の
出
会
い

谷
本
　
一暑
彦

（さ
ぬ
き
市
）

Ｍ

。
Ｍ
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
。
？
？
？
ｏ
昭
和
六

十
年
代
前
半
、
職
場
で
よ
く
口
に
し
た
言
葉
。

こ
の
頃
、
集
計
作
業
に
電
卓
を
使
え
ど
も
使
え
ど

も
、
同
じ
値
に
な
ら
ず
手
数
ば
か
り
。
何
か
手
数
が

省
け
る
方
策
は
と
思
案
。
パ
ソ
コ
ン
な
る
も
の
普
及

の
兆
し
あ
り
。
こ
れ
を
使
え
ば
手
数
が
省
け
る
の
で

は
？
。
職
場
に
な
し
ｃ
高
価
な
オ
モ
チ
ャ
と
思
い
つ

っ
購
入
。
と
き
昭
和
五
十
九
年
秋
ｃ　
マ
イ

コ
ン
第

一

号
の
出
会
い
で
す
。

パ́
ソ
コ
ン
性
能
は
、
驚
く
ば
か
り
の
日
進
月
歩
。

時
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
は
仕
事
で
な
く
、

趣
味
の
道
具
に
変
化
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
の
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ジ
ー

（
Ｉ
Ｔ
）
時
代
宣
言
。
国
民
揃

っ

十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
の
お
達
し
。

パ
ソ
コ
ン
も
普
及
し
て
、
シ
ス
テ
ム
も
、
使
う
人

が
便
利
な
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、　
ロ
ン
グ
ホ
ー
ン

（？
）
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

永
年
、
パ
ソ
コ
ン
と
遊
び
ま
し
た
が
、
未
だ

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
に
遊
ば
れ
て
い
ま
す
。

知
り
得
た
知
識
を
、
Ｏ
Ｂ
の
面
々
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
と
、
平
成
十
四
年
春
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
皆
様
と
と
も
に
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

初
心
者
に
、
最
初
に
伝
え
る
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン

は

」
怖
い
物
で
な
く
、
用
語
が
難
し
い
だ
け
。
ボ．
チ

ボ
チ
覚
え
る
こ
と
」
「電
源
の
Ｏ
Ｎ

。
Ｏ
Ｆ
Ｆ
が
出

来
れ
ば
後
は
簡
単
」
と
。

少
し
慣
れ
れ
ば

「ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
相
談
相
手
を

探
す
こ
と
。
チ

ユ
ー
タ
で
結
構

・
・
。
」
と
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
上
達
の
近
道
は
、
多
く
の
諸
先
輩

が
口
に
す
る
、
「習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で
す
。
少
し

で
も
多
く
指
先
を
動
か
せ
ば
い
い
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
楽
し
い
で
す
ヨ
。
ネ

ッ
ト
サ

ー
フ
イ
ン
を
し
ま
し
よ
う
。

パ
ソ
コ
ン
に
関
心
の
あ
る
方
、
今
す
ぐ
電
友
会
事

議
鋤
狂
「
向
い
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に
老
後
に
楽
道
・

）

て 。

Iテ
Tク
に ノ
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査轟社蚕粧ライフアシストからのお知らせ

疾病共済は、病
(医療保険+生命共済)

気やケガで入院などの時に自分で給付金を受けとれる保険です。

ご加入の方は、現在のご契約を
継続されることをおすすめします。

17年を超える信頼の実績

疾病共済 (医療保険十生命共済)1よ、制

度発足の1987年以来、ほとんどすべ
ての病気やケガによる入院・手術・通院
などをサポートしてきました。 |

給付実績101£星攣集I曳∴揮酪‐

カロ入実績  163万 件 12003年 8「]現在 )

こんな状況をこ存じですか?
1人院患者のフ害l以上が55歳以上l

力嚇とともに入院日数が長期化|

綱

“

　

¨

|,1写 糖尿病

年齢構成別入院日数比較

■99年 厚生労日省「志者調査Jよ |

く本     社> 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5‐ 14‐ 9 テルウェル代々木ビル

く東 日 本 支 店> 東京都渋谷区道玄坂 1‐ 16‐ 10 テルウェル渋谷ビル

く西 日 本 支 店> 大阪府大阪市中央区森ノ富中央1712 テルウェル西日本ビル

く九 州 支 店> 福岡県福岡市博多区博多駅前卜4-4 」PR博多ビル

下記フリーダイヤルにて、お客様のあらゆるこ相談にお答えします。
ヤマイ ハ イ ヤ ヨ

●|10120‐ 850184
受付時間 :午前 9時～午後 5時 (土・日・祝日を除く)

く取扱者 >募集代理店 (株 )ライフアシスト
医療保険はAGエ ジツン生命保険株式会社を引受会社とする生命保険です .

●福利厚生お客様総合センタの運営
ビト ミ ナ フ ク  シ

|11ヽ ヽ0120-137294受
付時間 :午前9時～午後5時

□FAX:(03)5439-7804   日Eメーリレite we10te we orip
ライフアシストは、相互扶助部のご相談窓口である「福利厚生お客様総合センタ1の運営を通じて、
NTTクループ各社の社員や退職された方、あるいはそのご家族のライフデザインをお手伝いしています。

●ライフサポートサービスの展開
「ライフサポートサービス」は、施設やサービス商品などのご案
内を随時お届けし、ご好評をいただいております。今後とも魅力
的な情報満載の「ライフサポートサービスJにごllB待ください.

http://www.life-assist.net

財団法人電気通信共済会の事業活動はhttp://telwel orjp(公 式サイト)およびhttp://www tascal,p(NTTグ ループ社員 OB向け福利厚生サイト
「TASCAL」 )からもこ覧になれます。(TASCALに つしヽてのお問しヽ合せ先 TASCAL事務局 EメールI nfo@tasca lp)

1247日     □ 35～64歳 眩 65歳以上

彎 隋   .LL文辟  622日

年1齢構成月1入院議者害1合



ONTTマ ーケティングフクト四国

○テレマーケティング事業 ○コールセンター事業
○ヒユーマンリソース事業 (人材派遣)○ ソリューション営業
0116受 付、電報受付、料金サービス 等

株式会社エヌ・ティ。ティマーケティングアクト四国 松山市一番町4丁目2番地 o899363707(代表)http://www skk nttact com
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